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海
め
向
”

-

第
7
回

「
新
世
紀
の
翼
」

8
月
目
日

j
白
日

新
世
紀
に
向
け
た
町
づ
く
り
、

造
交
流
事
業
「
新
世
紀
の
翼
」が
8
月
幻
日
か
ら
お
日
ま
で
、

4
泊

5
日
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で

7
回
目
を
迎
え
た
こ
の
「
新
世
紀
の
翼
」
に
は
魚
津
町
長
を
団

長
に
中
学
生
5
人
、
高
校
生
5
人、

一
般
4
人
と
教
官
ら
合
わ
せ
て
幻
人

が
お
隣
の
園
、
韓
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

海
の
向
こ
う
で
感
じ
た
風
習
や
文
化
の
違
い
人
々
の
交
流
な
ど
団
員
の

方
の
手
記
や
思
い
出
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

只
》
回
目
り
引
μ

ロH

8
川
幻
日
、
役
場
前
で
山
発
式
を

行
い
、
申
日
山
山
山
被
港
で
山
間
手
続
き
を

済
ま
せ

一
路
ソ
ウ
ル
へ
。
金
浦
知
町
港

か
ら
専
用
パ
ス
で
ソ
ウ
ル
市
内
へ
と

向
い
ま
し
た
。
パ
ス
の
窓
か
ら
見
え

る
光
影
に
、
団
員
の
背
ん
な
か
ら
思

わ
ず
感
嘆
の
戸
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。

市
内
に
近
づ
く
に
し
た
が

っ
て
い
書
店

渋
滞
が
激
し
く
な
り
、
う
わ
さ
に
は

聞
い
て
い
ま
し
た
が
こ
れ
程
ひ
ど
い

も
の
と
は
：
。
外
に
は
ハ
ン
グ
ル
文

字
の
看
板
が
呉
国
を
感
じ
さ
せ
ま
し

た
。
予
定
さ
れ
て
い
た
町
内
慌
察
は

交
通
渋
滞
の
た
め
前
大
門
市
場
の
み

に
変
死
。
途
中
、
人
浪
み
で
川
口氏
が

2
つ
に
は
ぐ
れ
た
り
、
タ
ー
ち
に
み

ま
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
夕
食
を
終

え
ホ
テ
ル
に
若
い
た
の
は
午
後
九
時

過
ぎ
で
し
た
。

8
月
辺
日

2
日
自
は
ソ
ウ
ル
か
ら
悶
内
線
で

，，ク．
，A7

東
叢
・へ
。
国
立
公
悶
と
な
っ
て
い
る

省
岳
山
へ
向
い
ま
し
た
。
途
中
、

H
R

食
を
と

っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
前
の
歩

道
に
分
別
収
集
ら
し
い
ゴ
ミ
袋
が
数

個
縫
い
で
あ
り
ま
し
た
。
朝
日
町
で

も
こ
の
4
月
か
ら
ゴ
ミ
袋
の
指
定
制

や
資
椋
ブ
ミ
の
凶
収
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
韓
国
で
も
ゴ
ミ
の
処
明

に
苦
慮
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

雨
上
り
の
夕
方
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

で
苫
舟
山
の
山
頂
へ
。
眺
め
は
す
ば

明
ら
し
い
。
海
抜
O
UM
の
ヒ
ス
イ
海
岸

南
か
ら
3
0
0
0
μ
の
白
鳥
母
の
あ
る

’ν
 

一刈

判
H
町
で
も
こ
の
よ
う
な
観
光
資
源

か
を
的
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
狐
り

叫
パ
が
聞
こ
、
え
そ
っ

・・
。
こ
の
け
は
台

U

吊
パ

l
ク
ホ
テ
ル
に
て
市
泊
。

8
月
お
日

3
日
目
は
束
草
か
ら
再
び
ソ
ウ
ル

市
内
へ
。
彦
州
中
学
や
韓
陸
電
子
側

め
訪
問
と
ロ
ッ
テ
ワ
ー
ル
ド
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
訪
れ
た
彦
州
中
学
で

は、

学
校
の
計
ら
い
で
学
生
同
士
の

斗

副
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
お
互
い
に
言

均
帽

葉
が
異
な
り
、
ど
う
な
る
の
か
心
配

－

調
し
ま
し
た
が
、
依
り
は
英
語
が
通
じ

、
『
一
－斗

き
園
る
と
わ
か
る
や
、
た
ち
ま
ち
に
ぎ
や

品

轟

か
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
は
外
国

人
に
対
し
て
は
心
を
閉
し
が
ち
だ
と

忠
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
の
姿
を

見
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
は
変
わ

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

ロ
ッ
テ
ワ
ー
ル
ド
で
も
彼
ら
は
杭

聞
の
同
校
生
と
訴
し
を
し
て
い
ま
し

た
。
あ
ま
り
外
国
人
と
訴
す
機
会
の

な
い
子
ど
も
た
ち
の
自
信
に
な
る
だ

ろ
う
と
感
じ
る
3
日
目
で
し
た
。

人
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
町
の
海
外
派

Cコ

団員たちの日程～

巴月21日・朝日出発

・ソウル市内見学

（景福宮、南大門、南大門市場）

日月22日・ソウルから東草（ソクチョウ）ヘ

－国立公園雪岳山

，同‘’

8
月
別
日

4
日
目
と
な
っ
た
8
月
M
臼
、
こ

の
日
は
板
門
店
へ
向
か
い
ま
し
た
。

凶
連
軍
指
令
部
前
線
基
地
や
犯
度
線

軍
事
境
界
線
を
視
来
し
て
き
ま
し

、，。
J
人

同
じ
問
が
大
国
の
力
に
よ
っ
て
2

分
さ
札
、
そ
れ
が
数
十
年
も
続
い
て

い
る
の
は
悲
劇
で
し
か
な
い
と
改
め

て
感
じ
る
も
の
で
し
た
。
な
ん
と
か

近
い
将
米
、
統

一
さ
れ
る
こ
と
を
闘

い
ソ
ウ
ル
市
内
へ
一戻
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
韓
間
最
後
の
夜
、
夕
食

流
は
コ
リ
ア
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
斡
定

？
と
い
っ
す
ば
ら
し
い
料
理
が
閉
め

位
前
に
並
び
、
時
一
同
の
昧
を
十
分
味
わ

明
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
古
典
相
官
酬
を

桝
観
覧
す
る
こ
と
も
で
き
、
最
後
の
夜

d

を
楽
し
み
ま
し
た
。

日月23日・策草からソウルヘ

－彦州（オンジュ）中学、韓陸電子

側訪問

・ロッテワールド視察

8月24日・フィリピン軍参戦記念碑

・肉弾十勇士記念碑

．板門店を視察

日月25日・韓国を出園、日本ヘ

8
月
お
日

い
よ
い
よ
出
闘
の

H
と
な
り
ま
し

た
。
4
泊
5
日
と
い
う
短
い
聞
で
し

た
が
、
数
多
く
の
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。
キ
ム
チ
、
プ
ル
コ
ギ
、
カ
ル
ビ
グ

て配
ィ
、
韓
定
食
な
ど
日
本
人
向
け
に
昧

納
付
け
し
て
あ
る
料
埋
も
お
い
し
く
、

伽
特
に
キ
ム
チ
は
お
上
嵯
に
持

っ
て
帰

耕
り
ま
し
た
。

鵡

8
月
お
日
、
金
浦
空
港
に
向
か
う

企

パ
ス
の
中
で
、

5
日
間
お
世
話
に
な

っ
た
現
地
ガ
イ
ド
の
朴
（
パ
ク
）
さ
ん

に
問
員
か
ら
お
礼
を
中
し
上
げ
ま
し

た
。
彼
女
は
流
ち
よ
う
な
円
本
沼
で

私
た
ち
に
隣
国
と
い
う
同
を
少
し
で

も
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
努
力
し
て

い
た
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

奨
文
化
に
触
れ
、
人
々
と
触
れ
あ

い
、
有
意
義
な
旅
で
し
た
。

a撃聴な草草園の古典舞簸-



彦州申学棋を肪門したことガーさ§印象に残

りました。お互い英語での会話や筆践となり

ましたガ、同世代との受流もできたし、町中

ではよく話し働けられることもあり、韓国の

人のやさしさに触れることもできました。

韓国でー醤印象に残っているのは板門店に

行ったこと。写真織影を制限され定り、南北

会議湯でlct24時間体制で私だちの話す内容を

録音されること怠ど厳しさを肌で感じること

ガでき賃重な体験でしだ。

（泊高校2年｝

過去の歴史から緯園にlet暗いイメージを渇

いていましたガ、実際行ってみると、韓国の

人たちは明るい臼象を受けましだ。中学生と

の交流もできましたガ、できれば一般家庭へ

のホームステイも体験したかつだです。

長谷仁奈さん
（沿海校 2~手）

北朝鮮との軍事涜界線にある板門店ガすご

く回象的でした。自分ガ想像していた以」こに

制限は厳しく、恐怖さえ感じました。残念な

ことはパスでの移動ガ多く、自分の足で韓国

の町を歩く時間ガ少怠かったことです。

－ ，...・聞’ a陶． ・・h.ム.. -・・--
石川n美さん
ua高校 l年）

ソウル市内では近代的な建物ガある反面、

貧しい家も見受けられ、日本よりも貧富の差

ガ淑し＜感じられました。まだ、市内でlet見

慣れないハングル文字の看板ガ至る所iこあり、

圧倒されまレた。

園田

文さん
（泊高校 1；年）

長Ht志保さん
（；自高校 1：年）

私は日本と鰭国の風習、文化の遣いlこ興昧

があり参加しました。食事のときは鉄のはし

を使つだり、食告書を持つことが行儀の惑いこ

とだと聞き、隣の園とはいえ白本とは途う一

面を知ることガできましだ。

側
一

訪問しだ彦州申学横の釜徒だちの輝いた目

ガ忘れられません。自信を待って私だちに媛

してくれた生徒だち。もし、彼らガ朝日町！こ

来だときに、私たちも同じように迎えること

ガできるだろうか－一・ーと感じました。

同＠固母国居

留留金翁易Ill

団員たちの思い出

板門店ガ印象的。 1950年、朝鮮半島を南北

2つの固に分けて、兄弟国同士ガ対立してい

る現状を自の前lこして、同情と緊迫感を覚え、

一白も早く和平の巴ガ肪れることを山から祈

りたい気符ちになりました。

一番の印象は板門店の見学。南北！こ分断さ

れ、商圏の兵士と国連軍によって厳しく讐備

されている緊張感を体験。同じ民族であり主主

がら戦争がっくり出しだ異常さ！こは何の言葉

もありませんでした。

川端久置さん

!A ＇ プ~
清水あすかさん
｛羽田中3年）

「隣の国である韓国の歴史を学びたいJと新

世紀の翼連に診加しました。一替の思い出は板

門店。韓国の置かれている復雑な事情を自の

前！こし、 F日本ガ平和でよかったJと改めて平

和のありがたさを実感できました。

J降 良子さん
（朝日中2年）

ソウル市内let高層ビルガ建ち並び、自分の

想像以工！こ近代化ガ進んでいると患いましだ。

また、南大門市場はものすごい人混みで、み

んicJ.とはぐれる編画もありましたガ、夏休み

の良い体駿とZまりましだ。

米丘卓生くん
｛朝日中 l年）

韓国の彦州中学という生徒の皆さんと交流

できだことガ一番の思い出。1時間という短

い時間でしたガ、とても楽しい時間でした。

畿圏の中学生だちと仲良しになれたことが一

番の記念です。

大久保光〈ん
（朝日中｜ ；年）

「般国を知り定い、ヨミ流がしたいJと思い参

加しました。韓国人lこよく話し掛けられ、受

流は十分できだと思いました。日本語を大差E

上手に話す韓国人｜こは驚ききましだが、とても

良い経験lこ怠りました。

大森大介〈ん
（朝日中 l年）

板門店において、ピリピリしだ雰囲気の中

でどことなく穏やか怠表情の南側兵士、それ

に対し国情を反映してか非常に厳しい眼の北

側兵士ガ対照的。一日も早い民鋲統ーを望ま

ざるを得忽い気鰐ち1こ怠りました。

宇多田しのぶさん

SI圃



笹田

さ
み
さ
と
小
学
校

記
念
講
演
会
旧
月
6
日
樹

午
後
ア
時
泊
分
か
ら

9
時
ま
で

さ
み
さ
と
小
学
校

く〉
と

キ」

工

竣

式

。
と
ご
ろ

体
育
館

雪
山
玲
子
先
生

「
雪
ん
子
と
共
に
旧
年
」

。。
演講

自市題

グ
ラ
ン
ド
巳
ナ
イ
タ
ー

霞
備
も
完
成

8
月

m
Hに
は
さ
み
さ
と
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
の
枝
問
照
明
の
点
灯
式
も

訂
わ
れ
ま
し
た
。

照
明
浴
6
越
が
設
置
、
総
事
業
費
は

2
3
6
9
万
円
。
こ
の
日
は
始
球
式

の
後
、
町
内
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
を
行
い
、
夜
間

ナ
イ
タ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ー
あ
え
て
よ
か
っ
た
｜

新
た
な
歴
史
の
第
一
歩

9
川
4
H
、
さ
み
さ
と
小
学
校
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
魚
津
町
長
を
は
じ

め
関
係
者
、
全
校
児
童
ら
約
7
0
0

人
が
出
席
し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

さ
み
さ
と
小
学
校
は
泊
、
宮
崎
、

怖
い川
、
境
の
4
つ
の
小
川f
校
を
統
合

し
平
成
6
年
4
月
に
附
校
。
同
年
9

月
初
日
に
は
新
校
舎
が
完
成
し
、
入

校
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
最
後
に
建
設
さ
れ
た
体

育
館
が
完
成
し
て
校
合
令
体
の
機
能

が
備
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
体
育
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
、
延
べ
面
積
は
1
2

3

6
平
方
灯
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ

l
卜
2
面
、
ビ
ー

チ
ポ

l
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

6
聞
が

取
れ
る
広
さ
。
校
舎
全
体
の
総
事
業

資
は
お
億
5
3
0
0
万
円
で
す
。

さ
み
さ
と
小
学
校
落
成
記
念
祭

日
月
間
日
日

さ
み
さ
と
小
学
校

体
育
館

郷
土
芸
能
、
バ
ザ
ー
、

作
品
展
示
、
遊
休
品

販
売
な
ど

。
と
。
と
こ
ろ き

。
内

Rデ古河

笛

さ
み
さ
と
小
学
校
の
横
に

オ
シ
ャ
レ
な
公
共
ト
イ
レ

さ
み
さ
と
小
学
校
横
に
オ
シ
ャ
レ

な
公
共
ト
イ
レ
が
完
成
し
ま
し
た
。

商
工
会
裏
に
あ
っ
た
ト
イ
レ
が
老

朽
化
し
た
た
め
、
総
事
業
費
約
1
9

0
0
万
円
を
か
け
小
学
校
横
に
移
転
、

建
設
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
ト
イ
レ
は
広
さ
却

・
的

平
方
灯
、
身
障
者
用
1
基
も
備
え
て

い
ま
す
。

あさひサミット

地
の
三
重
県
上
野
市
や
岩
手
県

一
関

市
な
ど
合
国
刊
の
自
治
体
な
ど
関
係

者
約
刊
人
が
出
席
。
総
会
で
は
今
年

度
の
事
業
計
画
や
山
形
県
山
形
市
で

の
次
期
附
催
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
情
報
交
換
で
は
埼
玉
県
竿
加
市

が

「芭
蕉
文
学
賞
」
や
岐
阜
県
大
垣

市
が

「舟
下
り
芭
蕉
祭
」
を
開
催
す

る
な
ど
各
自
治
体
の
ユ
ニ

ー
ク
な
取

り
組
み
の
紹
介
や
、
兆
一同
で
の
俳
句

が
増
え
て
い
る
こ
と
が
話
題
に
上
が

り
ま
し
た
。

ま
た
、
幻
日
に
は
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー

ル
に
お
い
て
女
優
、
雌
回
弓
子
さ
ん

の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
は
「
い
つ
も
何
か
に
と

き
め
い
て
い
よ
う
』
と
越
し
、
約
1

時
間
に
わ
た
り
講
演
。
集
ま

っ
た
4

0

0
人
近
く
の
人
を
前
に
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
、
と
き
め
く
こ
と
の
大
切

さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

お
日
に
は
芭
慌
の
足
跡
を
た
ど
り

新
潟
県
市
振
の
句
問
や
境
の
関
所
跡
、

元
屋
敷
地
内
に
あ
る
句
碑
を
見
学
し

ま
し
た
。

ad目
ス
苅

1
R
1号
イ
ヲ

町づくり～

「奥の掬道」

～芭蕉を生かした

サ
診

MU1Aず

~~ 

I I 

一
日

J
一

一
円

p
一

サンリーナ

) .グ

。ないないバン ドスーパー5会（富山市）

（富山市）

（小杉町）

（朝日町）

（富山市）

0 P EN 13:00 
S TA RT 13:30 

百（：）官

i達の熱気マ、

熱いろイ 7"f:

o Very Good Man Band 

。ホログラムローズ

出場アマチュアパンド決定（順不同）

。平坂長人

。TEASER

考

会
凶
の
松
尾
芭
掠
ゆ
か
り
の
自
治

体
や
団
体
が

一
堂
に
集
ま
り
第
8
回

「奥
の
細
道
」
あ
さ
ひ
サ
ミ

ッ
ト
が

8
月
幻
円
、
お
日
の
2
日
間
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

芭
慌
が
奥
の
細
道
の
旅
に
出
発
し

た
1
6
8
9
年
か
ら
3
0
0
年
を
記

念
に
芭
誌
の
業
績
を
た
た
え
る
と
と

も
に
、
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
村
の
活

性
化
、
芭
蕉
を
生
か
し
た
町
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
岐
阜
県
大
喧
市
で
第

l
回
の
サ
ミ

ッ
ト
が
闘
か
れ
ま
し
た
。

今
川
参
加
し
た
の
は
芭
京
生
誕
の

（富山市）

（上市町）

（八尾町）

（富山市）

（富山市）

。HANGLOOSEBROTHRERS 

0 MASA-I & Lrie Ltes 

。松岡連太朗商会

。トライアー ド

。BEEHIVE 

.. ・
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ハロ
l
fリ
リ
ア
で
す

酬
が
凶
一一
シ
ュ
l
ム
・
リ
リ
ア
・
リ
ン
ダ
さん

（幻歳

・
カ
ナ
ダ
）

こ
の
九
月
か
ら
、

エ
ミ
ー
さ
ん
に
代
わ

り
英
語
指
導
助
手
と
し
て
朝
日
中
学
校
の

教
思
に
立
ち
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
生
き
た

英
語
を
教
え
て
い
る
の
は
シ
ユ
｜
ム

・
リ

リ
ア

・
リ
ン
ダ
さ
ん
で
す
。

リ
リ
ア
さ
ん
は
カ
ナ
ダ
の
ビ
ク
ト
リ
ア

市
出
身
。
し
か
し
十
八
歳
ま
で
は
南
米
の

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
「凹
十

年
前
、
祖
父
が
香
港
か
ら
移
住
。
私
が
カ

ナ
ダ
の
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
に
行
く
、
」
と
に

な
り
、
家
版
と

一
緒
に
カ
ナ
ダ
へ
波
り
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

日
本
へ
は
一一
度
M
の
来
H
。
昨
年
大
学

を
卒
業
後
、
U

氷
点
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

な
が
ら
り失
会
話
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

大
学
で
は
太
平
洋

・
ア
ジ
ア
学
科
の
中

で
日
本
を
専
攻
。
万
葉
集
や
俳
句
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
「
朝
日
町
に
は
三
年
い
る

予
定
。
日
本
の
文
化
に
と
て
も
興
味
が
あ

り
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

生
け
花
や
茶
道

に
挑
戦
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

将
来
は
ス
イ
ス
で
ホ
テ
ル
経
営
を
勉
強

し
た
い
と
話
す
リ
リ
ア
さ
ん
。
特
に
一
山
学

K
A
n
Aす

は
地
能
で
失
語
は
も
ち
ろ
ん
ス
ペ
イ
ン
ぷ

や
イ
タ
リ
ア
訴
な
ど
五
か
倒
語
を
マ
ス
タ

ー
す
る
語
学
の
達
人
で
す
。

「朝
日
町
は
美
し
い
山
や
海
が
近
く
に

あ
り
、
カ
ナ
ダ
の
風
景
に
似
て
い
ま
す
。

そ
し
て
町
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
親
切
」
と

笑
顔
で
話
す
リ
リ
ア
先
生
。

「朝
日
中
学

校
の
生
徒
は
礼
儀
正
し
い
で
す
ね
。
で
も
、

恥
ず
か
し
が
り
版
。
み
ん
な
に
は
兆
訴
だ

け
で
な
く
カ
ナ
ダ
の
文
化
も
教
え
た
い
」

と
帰
り
切
っ
て
い
ま
す
。

一友 助さん（80)
谷口
ヒサエさん（汚）

蛭 谷

＠
ト
郎
山
叫
が
く
ん

＠
 
＠
 上
道
下
の
内
山
正

・
百
合

子
さ
ん
夫
妻
の
長
男

（
平
成
白
年
4
月
間
日
生
）

G)lm!@7 
坂三
本3
不日ゎ
香か
下
山
新
の
坂
本
秀

・
和
代

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
白
年
4
月
日
日
生
）

物

ーー
ー
結
婚
さ
れ
た
の
は
？

友
助

昭
和
十
九
年
の
十

一
月
二
十

日
で
す
。
昭
和
十
二
年
か
ら
中
国
で

の
箪
隊
生
活
の
あ
と
臼
本
へ
帰
国
。

姉
の
勧
め
で
結
婚
し
ま
し
た
。
と
は

い
え
再
び
召
集
が
あ
り
、

北
海
道
の

千
歳
に
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

ヒ
サ
ヱ

夫
は
隣
村
の
人
だ

っ
た
の

で
顔
見
知
り
。
戦
時
中
で
し
た
の
で

式
は
終
戦
後
に
挙
げ
ま
し
た
。

｜
｜
五
十
年
を
振
り
返
っ
て
？

友
助

終
戦
を
北
海
道
で
迎
え

一戻
っ
て
き
て
か
ら
は
山
仕
事
。

ま
き
木
を
切

っ
た
り
木
炭
作
り

を
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
こ
ぎ

り
ゃ
な
た
を
手
に
し
た
こ
と
が

な
か

っ
た
の
で
、
つ
ら
い
仕
事

で
し
た
ね
。
振
り
返
っ
て
み
る

と
昭
和
二
十
八
年
の
蛭
谷
の
大

火
が
強
く
印
象
に
残

っ
て
い
ま

す
。
私
の
家
J
U
全
焼
し
、
新
し

尾 山 幸 弘 さん（23歳桜町）

- YK K株式会社 一一

ミぎ犠

；＠＠＠怠⑤） l 
I 朝日剣道クラブ l 
I ...-:::--－二百 ． ． ”でケ1! 

I A" 0 e A旦日＼！
国E’m古』 E’も長姐幽直正面・阻－~~｝j・ . ~I

i 画・・[I)f~邑ID・ ！！圃・帽闘い ）『 理圃圃E圃 i
I Ill・園鑑菅'IャILK画置盟！
I~君雪？雲守調回国国Ii 
i剣豪ガぞくぞく H i 
I 毎週月 木の2回、午後7j自己錬磨が不足しがちなのが！
！時半から絶えることなく 25年 ；悩みとなっています。集中稽！

i近くも剣道の議古が続けられ ：古や個］外への出稽古で実力向 j
！てきています。 j上を目指し、各人がそれぞれ！
！ 剣道は手軽にできるもので ；に工夫している状況です。 ！ 

iはありませんが、やってみる ； 武道というと、とかく上下！
！と窓外に面白いもので上手に ；関係が厳しく、古くさく暗い j
！なるにつれて、その魅力に引 jイメ ージを持たれがちですが、 ！ 
iき込まれる者が多く 、町内で ：我がクラブは愛好者（剣道き i
！も有段者は30名を超えていま jちがいとの説もあり）の集ま ；
！す。現在、居合道l立大菅7段 jりで極めてオープンな雰閤気！
i剣道は永井7段を頂点に20伏・：が維持されており、例年正月 ！

l 30代の若手メンパーも皆、 3 jの鏡開きには、メ ンパーはも；
； 4段クラスと剣豪ぞろいとな jとより少年団員の父母も交え！
！ り、各地の大会でも優秀な成 ：て和気あいあいのうちに稽古 ！

j績を収めています。 j始めとなります。 i 
j稽古は 少年酌怖7 ~ だ川附楽川場i
‘時半から 9時まで、 中学・高 ；がここにあります。皆さんも ‘

i校生を含む一般は9時半まで ：いかがです？のぞいてみてく I 
iですが、指導に子をさかれて；ださい。
・ ．
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く
建
て
直
し
ま
し
た
。

ヒ
サ
エ

終
戦
直
後
、
蛭
谷
で
コ
レ

ラ
が
発
生
。
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
村

の
出
入
り
が
禁
止
に
な
っ
た
こ
と
が

思
い
出
深
い
で
す
ね
。
と
に
か
く
三

人
の
子
供
を
育
て
る
の
に

一
生
懸
命

で
し
た
。

｜
｜
今
後
の
お
二
人
の
夢
は
？

友
助

今
さ
ら
夢
と
い
う
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
お
互
い
健
康
で
長
生
き

を
す
る
こ
と
が

一
番
の
願
い
で
す
。

ヒ
サ

エ

パ
タ
パ
タ
奈
の
お
茶
会
が

楽
し
み
。
お
盆
前
に
は
新
茶
も
味
わ

い
ま
し
た
し
、
皆
さ
ん
集
ま

っ
て
話

し
も
蝉
み
ま
す
。

仕
事
に
充
実

県
内
の
短
大
を
卒
業
し
、
社
会
人

に
な
っ
て
二
年
目
。
会
社
で
は
ア
ル

ミ
の
金
型
設
計
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

学
校
で
も
設
計
を
習
っ
て
い
た
ん
で

す
が
、
仕
事
と
な
る
と
勝
手
が
速
い

最
初
は
戸
惑
う
ば
か
り
。
職
場
の
方

に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
故
近
、

よ
う
や
く
仕
事
に
慣
れ
充
実
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
。
遡．

一同
は
ビ

ー
チ
ボ
ー
ル
の
練
習
を
や

っ
て

い
ま

す
。
県
体
に
も
出
場
し
た
ん
で
す
が

惜
し
く
も

一
回
戦
敗
退
。
。
来
年
こ
そ

は
。
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事

が
野
き
で
新
潟
の
間
瀬
サ
ー
キ
ッ
ト

で
の
レ

l
ス
に
も
参
加
。
タ
イ
ム
は

二
の
次
で
、
コ
ー
ス
を
走
る
だ
け
で

楽
し
い
で
す
ね
。

結
婚
は
早
い
う
ち
に
と
思

っ
て
い

ま
す
が
先
立
つ
も
の
が
・：
。
ま
ず
は

お
金
を
貯
め
る
こ
と
で
す
ね
開
。

広
報
係
で
は

「ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
…

｜
ブ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

『
出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

E
1己
）
へ
ご

一
報
を
。

・5・
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〔
結
婚
の
条
件
〕
5
銭
児

企ユー トピア｛？）

g・

こんなに大きくなりました（泊中部保育所）

久
人
に
な
っ
た
ら
M

川
手
ち
ゃ
ん
と
結

婚
し
た
い

N
く
ん
．

N
〈
ん
「
ね
え
、
ね

え
、
せ
ん
せ

1
．

ぼ
く
ど
う
し
て
川
子
ら
ゃ
ん
と

結
婚
し
た
い
か
っ
て
い
う
と
ね
。

だ
っ
て
何
？
ず
ち
ゃ
ん
て
昔
、
あ
、

ポ
今
ヤ
ボ
バ
デ
ャ
と
久
っ
て
、
何

人
で
も
子
ど
も
注
ん
で
く
れ
そ

、
っ
ゃ
か
ら
・：。
」

保
母
（
朝
日
町
の
た
め
に
も
い
っ
ぱ

い
赤
ち
ゃ
ん
虚
ん
で
ほ
し
い
わ
）

〔
鶴
と
つ
る
】
5
歳
児

Y
Z
ん
「
せ
ん
せ

l
、
描
い
た
よ
、

れ
で
い
い
の
」

保
母
：
：
：
（

Y
ち
ゃ
ん
は
業
の
よ
に

鶴
を
描
い
て
い
ま
し
た
）

そ
の
後
、

A
ら
ゃ
ん
と
何
く
ん
リ
「
つ

る
は
こ
れ
だ
よ
グ
」
と
教
え
て
い
ま

し
た
。

ヲ
」

〔
ダ
ン
コ
ロ
虫
〕
3
歳
児

朝
顔
の
花
を
描
い
て
い
る
と
き
に

保
母
「
葉
っ
ぱ
と
つ
る
も
描
い
て
ね
」

ο〈ん
「
せ
ん
せ

1
．
体
も
描
く
ん
け

つ
・
白
で
描
く
ん
け
つ
・
」

保
母

「
：：
：
つ
ク
ワ
・
」
（
つ
る
と
聞
い

て
O
く
ん
は
鶴
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
よ
う
で
す
）

κ〈
ん
「
ね
え
、

ね
z 

せ
ん
せ

l
、

ダ
ン
ブ
ロ
虫
み
つ
け
て
グ
」

用
保
母

『
う
ん
H
H

い
い
よ
。
じ
ゃ
あ
、

一
緒
に
ぎ
が
し
に
行
こ
う
グ
」

（
な
か
な
か
虫
日
み
っ
か
り
ま

せ
ん
：
：
：
）

K
〈
ん
「
ね
え、

せ
ん
せ

i
、
ダ
ン
ブ

ロ
虫
、
は
ず
か
し
い

っ
て
、
ヵ、

く
れ
て
る
ね
え」

保母・・・・・・
h
N

…

広
報
ク
イ
ズ
⑩

①
新
世
紀
に
向
け
た
町
づ
く
り
、
人

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
町
の
海
外
派

遣
交
流
事
業
は
？

③
幻
世
紀
の
翼

⑤
新
世
紀
の
認

。
管
少
年
の
翼

②
さ
み
さ
と
小
学
校
の
竣
工
式
は
9

月
の
何
日
に
行
わ
れ
た
？

＠
4
日

③

M
目

。

μ
自

③
ふ
る
さ
と
美
術
館
で
開
催
中
の
「
竹

久
市ダ
ニ
展
」
は
日
月
の
何
日
ま
で
？

＠
6
日

⑤

同

目

。
訪
日

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、年
齢
を
書
い
て
叩
月
日
日（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
課
秘

書
広
報
係
（
干
蜘
l
w
朝
日
町
道
下

1
1
3
3
）
へ
送

っ
て
下
さ

い
。
抽

選
で

3
人
に
因
性
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
前
回
の
当
選
者
は
あ
お

c

h
a
n
、
k
l
T
さ
ん
、

ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ろ
i
ら
さ

昭和田年に県内外121チーム

が参加じて第1回全国ピーチバ

レーポール親善交涜会が開催さ

れて12年一。今年て第12回目を

迎えた全国ピーチボール競技大

会が9月9日、10日！と開催され

ました。、さわやかな汗と感動‘

あなたが主役ですIII を合り言

葉に、全国各地から356チーム、

2,076名の選手の皆さんをお迎
えして‘無事終えることができ

ました。

ピーチボールは、りつでもも

どこでも、だれでもが年代を関わ

ず体力に応じて楽しめるスポー

ツとして、今ては全国各地て親

しまれてります。それと同時に

競技技術の向上も著しくもピー

チボール誕生の町としても、全

国制覇H が遠のく現実に、淋し

さとうれしさが交錯し複雑な思

りて応援をしておりました。

9日の夜行われた歓迎レセプ
ジョツては、皆さん思、り思り友

好を深めるとともに、fもっと練

習して来年来ますJr第13回も必
ず開催してくださ？J1怠どの言

葉を残して郷里へ婦ってりかれ

ました。

ピーチボール＝朝日町になっ

てりることは事実てあり、今後

も大会運嘗！と携わってりただく

方々 や町民（職員）のご協力を切

にお醸りする次第てす。

稲刈りの時期！と怠りましたが

今月に入つての天候不頓に気を

もんてりますJどうか雨を降ら
せなりて”と祈って日るのてす

が…。 11月には新食糧法が施行

されますグ-



-

北
信
越
国
民
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

サ
ン
リ

i
ナ
周
辺
の
施
設

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

石
川
ク
ラ
ブ
｛
点
京
都
文
ボ
区
）
、
偏

光
円
陥
ク
ラ
ブ
｛
悩
光
町
）

男
子
V
日
成
以
上
①
博
労
ピ
ー
チ
ポ

ー
ル
ク
ラ
ブ
（
両
州
市
）
②
ガ
y
チ
ャ

マ
ン
（
愛
知
県
佐
尾
町
）
③
ゃ
い
崎
8
9

3
（
朝
日
町
）
、

Y
－
S
ク
ラ
ブ
（
福
光

町｝

V
初
歳
以
上
①
沖
B
B
C
（
井
波

町
｝
②
一
白
広
谷
B
B
C
（
市
岡
市
）
③

ね
こ
ま
ん
ま
小
矢
部
（
小
矢
部
市
）
、

野
村
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
ハ
日
向
岡

市）

V
刊
段
以
上
①
加
般
（
魚
作
山
）

②
出
粂
ビ
ー
チ
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
ぃ
品

川
市
）
③
．
，
h
川
B
B
C
（
川
部
山
）、北

部
B
B
C
（制
肝
町
）
v
m歳
以
上
①

ブ
ル

l
ソ
ッ
ク
ス
（
制
野
町
）
②
い
い

ち
こ
（
判
川
町
）
③
：
・
川
市
体
協
市
…

部
市
）
、
制
光
水
附
ク
ラ
ブ
（
制
光
町
）

「第
ロ
向
全
悶
ピ
l
チ
ポ
！
ル）

一大
会
入
賞
チ
l
ム

」

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

ナ
イ
タ
ー
も
O
K

女
子
V
日
歳
以
ヒ
①
朝
日
ク
ラ
ブ
（
朝

日
町
）

②
内
烏
レ
イ
ン
ボ
ー
（
高
岡

市）
③

B
U
N
K
Y
O
（
東
京
都
－
X
京

区）、

V
E
N
U
S
（制
H
町）
V
初
歳

以
上
①
レ
イ
ン
ボ
ー
県
（
福
野
町
）
②

｛
品
川
ソ
ル
ジ
ャ
｜
（氷
見
市
）
③
七
芙

レ
ッ
ド
パ
ッ
シ
ョ
ン
（
新
漆
市
）
、
チ

ー
ム
テ
ィ
ッ
プ
ト

ッ
プ
（
東
京
郁
文

点
区
）

V
刊
歳
以
上
①
城
端
い
い
と

も
（
械
端
町
）
②
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ブ
（
斤

波
町
）
③
花
ぐ
み
（
判
川
町
｝
、
ア
タ

ッ
カ
｜
ズ
（
新
潟
県
朝
日
村
）

v
mぷ

以
上
①
し
ら
こ
ば
と
｛
山
川
－
h
県
越
谷

市｝

②
卜
L
W
叱
バ
ト
ル
（
氷
見
山
）
③
小

朝

n町
文
化
体
育
セ

ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
点
灯
式
が

行
わ
れ
、
現
復
8
面
あ
る
コ
ー
ト
の

う
ち
4
面
で
夜
間
に
テ
ニ
ス
が
楽
し

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
本
業
費
2
7
9
4
万
を
か
け
、

日
必
の
照
明
灯
が
ぷ
託
。
偽
一
沖
町
長

が
点
灯
を
し
た
後
、
町
内
の
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
の
小
学
術
か
ら

－
般
の
店
ま

で
の
汗
さ
ん
が
初
ナ
イ
タ
ー
を
裂
し

み
ま
し
た
。

8
月
約
臼
、

8
月
初

H
、
幻
日
の
2
日
間
、
第

同
州
北
伝
越
同
民
体
育
大
会
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
統
技
が
サ
ン
リ
｜
ナ

を
会
場
に
附
怖
さ
れ
ま
し
た
。

’！

i
｜、

．A

：
r
c
f、・
f

ρ
U
H
A
H

－q
H川

L
4印

H
川

い

品

川

l

判
別

出
の

5
川
町
か
ら
2
2
5
人
の
選
手
が

参
加
。
成
年
別

f
・
’K
子
、
少
年
別

f
の
外
出
3
チ
l
ム
、
人
い
外
川
団
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
場

も
完
成

判
H
町
文
化
体
行
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー

ト
ポ
ー
ル
場
の
コ

l
ト
聞
き
が
9
川

3
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
コ
1
卜
場
は
ク
レ

l
舗

装
で
、
ニ
．嗣
あ
る
コ

ー
ト
は
ス
ロ
ー

プ
で
行
き
米
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ー
ト
聞
き
の
後
、
第
叩
回
朝
日

町
女
子
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
大
会
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
（
結
果
は
P
U
に
掲
載
）

第
同
国
北
信
越
国
民
体
育
大
会
出
場

者

（
弘
1
%
宮
山
県
内
）

中小
川
忠
則
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成
年
附
力

子
2
部
）
狩
谷
用
務
（
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
成
年
女
千
）
安
達
春
樹
（
柔

道
少
年
男
子
）

北
信
越

一
般
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
県
予
選

（%
滑
川
市
）

－
位

エ
ク
ス
プ
レ
ス

第
日
田
県
駅
伝
競
走
大
会
下
新
川
郡

選
手
選
考
会

（
%
入
善
町
運
動
公
闘

周
辺
）

V

一
般
男
子
4
M
2
位
丙
問
攻
和

v
hH川
校
川
子
4
M
l
似
井
氏
彦

伏
広
川
低
人

3
位
記
述
忠
行

山中
学
男
子
3
M
2
位
加
藤
小
平
太

一
般
次
予
2
h

l
位
古
沢
悦
子

位
符
川
恵
チ

γ品
彼
女
子
2
M
l

位
門
口
滋
絵

2
位
末
土
真
紀
子

3
佐
古
沢
愛
子

V
中
学
次
子
2
同

l
位
弁
久
美
子

2
位
笹
川
泉

3

住
数
家
沙
織

郡
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
%

入
善
町
運
動
公
園
）

－
位
エ
ク
ス
プ
レ
ス

第
円
田
町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大 2 ... 

， ， 

糠員鈷催姑 ニュースポーツ握
。対象凹fに在住または勤続する火作
。日 時%樹、%樹、%樹、%側、%

樹、 %樹、%樹、~樹、%閥、

弘樹午後7時30分から

縞干ltセンター
シャツフルボート、ソフトペ

タンク他3緩 H

600同

教育委員会スポーツ係まで

（役t場内事泉323)

... 3 

料
金
、
申
込
み
な
ど
詳
し
い
二
と
に

つ
い
て
は
サ
ン
リ
l
ナ
（念
館
”
1
8

3
8
〉
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

1iJT 
目

。参加料

。巾込み

。t易
。械

会

（
%
1
%
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ン
ド
）

V
引
，
十
令
部

東
苧
野
A

東
部
fr 

V
中
学
恨
の
却

l
位
本
町

2
佼

桜
ふ
ぶ
き
｛
山
崎
）

V
小
川
子
生
の
部

l
位
以
菱
A

2

代
日
月
山
D

第
4
回
N
T
T
杯
ゲ

l
ト
ボ
i
ル
大

会

（弘
海
浜
公
園）

－
位
市
保
C

2

位
灯
友
会
対

3

位
泊
－
ば
一

第
叩
回
女
子
ゲ

l
ト
ポ
l
ル
大
会
（
%

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
ゲ
！
ト
ポ
ー
ル

場）1
枕
山
川
崎
A

3
伏
大
家
庄

～山本よしさん100回目の誕生日～

あ
さ
ひ
総
合
病
院

満百歳の長寿を

－
佼
辻
訂
以
町

2
作一

V
出
力
子
二
部

1

佼

境

2
佼
弥
全
町

・
大
尾

v
k

l
位
前
－－

K

2
位
境

第
引
回
高
桜
杯
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

（
%
・
%
文
化
体
育
セ

ン
タ
ー

グ
ラ
ン
ド
）

l
位
山
崎
B

2
仇
境

第

6
回
少
女
ピ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
（
%

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
）

産
婦
人
科
医
着
任

、、

丘
町
財
人
科
は
こ
の
叩
川
か
ら
常
勤

医
と
な
り
、
通
常
の
診
療
が
で
き
る

こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

日
山
医
科
薬
科
大
中
か
ら
符
刊
さ

れ
た
長
谷
川
徹
川
内
側
は
、
お
必
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
年
注
目
さ
れ
て

－－a
T

S

、

い
ま
す
竹
組
し
よ
う
出
な
ど
の
ぼ
年

則
挟
忠
が
特
に
が
川
で
す
。

ま
た
、
－
M
財
人
科
匂
川
の
「
仰
叫
山
H

波
診
断
装
置
」
が
．
史
新
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

祝お

2
仇
は
し
ゃ
ま
竹
内

・クラブ対抗野球JI.!人・会

1 nc口｝・211 CJD9:oo～ 
xfヒf{'fi'センターグランド

・秋李ゲートボール人；会

5日附8:30-

・ I•句経軟式tff;J<大会

7 H U:l・s11ou!l:oo- I 
文化H吋fセンターグラン ド

・少年ソフトボール例U交流大会

10 JJ （：』くl9:oo～

文化体行センターグランド

・協会長杯ビーチポール人；会

18日（*J～2111(1:)19:30～ 

文化｛本ffセンター
・ 1友l品j〆マレーボール大会H~J 必

26「｜刷19::rn～ 文化体行センター

・ •：HJ IIオーフンテニス大会

2911 （日l9:oo～

文化体行センターテニスコー ト

ilil.i只・公l金l

10月のスポーツ

SPORTS 

れ。

，M刀
．
女
に
じ
川
崎
ま
れ
、

M
m
N
人

と
ひ
孫
幻
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

現
住
は
孫
失
師
、
ひ
係
ら
5
人
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

い
必
脱
が
弱
い
ほ
か
は
い
た

っ
て
健

康
。
町
長
の
「
こ
れ
か
ら
も
長
生
き

町
の
H
M
一
日
川
齢
打
、
繊
迅
の
山
本
よ

し
さ
ん
が
め
で
た
く
満
有
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
た

8
月

m
u、
こ
の

U
K
M
を
祝
っ
て
、
仏
一
沖
町
長
ら
が
山

本
さ
ん
宅
を
訪
れ
、
祝
い
状
と
七
一制

神
の
乗
っ
た
情
き
物
な
ど
を
贈
り
ま

し
た
。

今
後
も
、
あ
さ
ひ
総
A
N
病
院
で
は

符
さ
ん
が
安
心
し
て
診
療
や
お
応
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
い
っ
そ
う
隈

療
の
充
実
と
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

を
」と
の
吉
川
楽
に
「あ
り
が
と
う
」
を

繰
り
返
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
明
治
犯
年
殿
町
巾
し
ま

これから寒日季節を迎えると、

膝の痛みを訴えて病院を訪れる

中高年の患者さんが増えてきま

す。その多くは、関節の表面の

軟骨が老化してすり減ってしま

り痛み出す、変形性藤関節症と

りう病気てす。

その治癒法の1つに、関節の

中に薬を註射する方法がありま

す。りわゆる膝の注射てす。

以前はステロイドとりう薬を

注射してりました。非常！こ効果

があるのてすが、効き目が強り

反面副作用も強く、何度も注射

を繰り返すうちに骨がこわれて

じまり、ますます騒の痛みが強

くなってしまうことがありまし

た。しかし、非常に強り痛みを

短時間のうち！こ軽くするととが

できるのて、使り方を間違わな

ければ有効な薬てす。

もう 1つ、ヒアルロY酸ナト

リウムとりう践の注射がありま

す。この薬には‘痛んだ関節の

軟骨がさらに悪くなるのを抑え、

軟骨の表面をなめらかにし、痛

みを軽くする効果があると言わ

れてります。また、効果があら

われるまてに数回注射をする必

要がありますが、副作用がほと

んどなりため、最近よく使われ

てります。

以上2種類の注射をうまく使
えば、少しても多くの方の醸の

痛みを軽くすることがてきます。

あ
さ

山：~
下主客
兵し病
ん院

~：＇ E室
’コ，T~

f!f）す芥
｜莞科
問i

射

医療の現場から

注

， 

の膝

-



社会福祉
協議会だより

し一一一一

. 朝日町社会福祉協蛾会

は、営さんと共に地域の

福祉向上を目指す福祉団

体です。

・場所 朝日町福祉セン

ター内

定t83-0576

ト

＇~カ、＇~カ、

ー
あ
り
が
と
う

み
ん
な
の
き
も
ち
j

『赤
い
羽
根
』募
金
に
ご
協
力
を

ノ、ーー

今
年
も
川
川
l
け
か
ら
は
川

出
い
ま
で
の

3
か
川
川
に
わ
た

募

集

11=m＝ι』言問診置吋：KCHlll’E

「彩
り
と
や
ま
緑
化
祭
部
」

・

で
日
ご
ろ
の
成
果
を

発
表
し
よ
う
／

音
楽
、
舞
台
、
演
劇
、
伝
統

去
能
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
似
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
参
加
い
引
を
必
集

し
て
い
ま
す
。

例
入
、
川
体
は

川
い
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
ん
仰
出

川
保
く
だ
さ
い
。

参
加
場
所
メ
イ
ン
会
場
の
い
川
川

州
市
城
公
刷
、
UH

川
附
お
と
ぎ
の

成
公
刷

参
加
期
間

メ
イ
ン
会
場
開
山
川

則
川
山
中
｛争中
成
。
。
年
7
け
は
け

憎
か
ら
9
川

l
u仰
の
が
い
）

応
募
期
間
千
成
7
年
山
川
2

M
mか
ら
日
川
初
日
榊
ま
で

応
募
方
法

役
場
な
ど
に
備
え

付
け
の
参
加
中
込
れ
に
ご
記
入

くら しの 情 報室

Living lnformatioη 
圏壇画画

っ
て
、

A
b
h
M

．

mに
「
ふ
い
羽

掛
」
の
ル
砂
金
が
行
わ
れ
ま
す
。

‘
」
の
刊
が
金
の
使
い
み
ち
は
．

地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
、

主
と
し
て
い
巾
町
村
礼
会
制
祉
協

議
会
を
辿
じ
て
机
民
制
祉
や
、

右
入
、
川
吋
「
家
庭
、
身
体
附
山
h
H

者
、
知
的
何
台
お
な
ど
の
在
宅

媛
必
サ
ー
ビ
ス
や
児
童
の
が
敗

防
止
、

H
H
少
年
の
健
全
行
成
な

ど
の
が
業
に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す。
昨
年
、
朝
日
町
で
は
、
符
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
世
帯

募
A
m
や
街
頭
、
職
場
、
学
校
募

令
な
ど
で
、

2
2
7
万
5
0
0

川
の
必
令
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
派
共
同
募
金
会
か
ら
の

配
分
金
で
、
会
地
区
で
開
催
さ

れ
た
「
ひ
と
り
ぐ
ら
し
右
人
ラ

ン
チ
サ
ー
ビ
ス
」
に
刊
．
L
H
4
7

0

0
川
、
机
祉
機
山
ωの
貸
出
し

の
上
、
左
記
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

送

り

先

〒

制
高
岡
市
本
丸
町

7
の
1

（
本
丸
会
館
内
）
全
国

脇
市
緑
化
と
や
ま
フ
ェ
ア
事
務

局
附
慨
し
や
深
ま
で
（
合
0
7
6
6

1
お
E
1
5
1
0）

催

し

概駐日
者
骨、
v

，t
0
4
2
γ

。
型
企
h
q

’
第1
回
富
山
県
民
生
涯

E
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

昨
年
度
の
第

6
向
全
凶
作
仁
川
向

山
下
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
引
き

続
き
‘

上中年
度
よ
り
ん円山
山
県
民

生
涯
…
下
山
中
H

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日

叩
け
は
日

ω、
同
日
川

会
場

新
川
文
化
ホ
l
ル

内
容

午
前
前
仙
の
発
お
や
中
．

版
予
刊
に
附
す
る
川
崎
．．
 
小
な
ど
に

触
れ
な
が
ら
、
多
く
の
人
に
梨

し
く
州
搾
予
期
い
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
、
析
し
い
れ
分
を
発
見

し
て
い
た
だ
こ
う
と
開
催
さ
れ

る
も
の
で
す
。

朝
日
町
か
ら
は
、

大
家
庄
符

ありがとう
あたたかけiち

も…銀行

の
た
め
の
市
い
す
、
エ
ア
l
マ

ッ
ト
、

川
座
の
購
入
な
ど
に
付

万
7
2
0
0
円
を
使
っ
て
い
ま

す。
今
年
－
b
川
以
の
印
日
刊
さ
ん
の
心

悦
か
い
ご
協
力
を
お
刷
い
い
た

し
ま
す
。

旬
月
は

『ボ
ラ
ン

テ
イ
戸
活
動
強
化

月
間
』

日
山
県
で
は
、
『
あ
な
た
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
見
し
て
み

ま
せ
ん
か
新
し
い
れ
分
を
・
・
。」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ゆ
川

l
u
か

ら
引
け
ま
で
の

1
か
月
間
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
強
調
月
間
と
し
、

全
県
的
に
広
報
待
発
活
動
や
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
を
展
開
し
ま

す。
明
日
町
で
は
強
調
川
川
に
A
H

わ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
帯

と
意
識
向
上
を
凶
り
、
し
あ
わ

せ
な
町
づ
く
り
を
円
指
す
た
め

第

3
州
制
口
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
集
い
を
州
似
し
ま
す
。
多
数

。カミングにいかわ実行委

員会さんから 4,335問

。初日町商 l：会，•；－年部さん

からあさひまつリビアー

ガーデン収位イ止の・部

30.000問

。制H町商工会紛入部さん

からあさひまつり収益金

の一部 20.000問

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

同
月
初
日
幽
午
後
1

時
却
分
か
ら
4
時
ま
で

場
所

ア
ゼ
リ
ア
ホ

l
ル

内
容

（
第
．
却
）
杭
品
川
先
ぷ

－A
向
山
小
山
下
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

（
第
・
一
部
）
演
ぷ
会

州
市
部
保
育
所
同
児
、
問

ッ
必

会
、
山
門
的
行
即
日
十
会
、
ル
札
昧
野
以

品
会
、
州
日
以
恒
川
会
、
出
品
川
会
、

明
日
以
品
ぶ
の
会
、
品
眼
間
比
縦

断
会
。
ロ
ビ
ー
で
は
、
．

一紀
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル

l
フ
の

M
祉
の

店
「
ハ
｜
テ
ィ
の
mk
」
を
山
山

し
ま
す
。

※
入
場
は
無
料
で
す
。

『寝たきり老人ゼロキャラバン』

mw司」安米自円
判円町で『泌たきり主人

ゼロキャラバン」がス飽き

れます。

このキャラバンは、老人

の寝たきりをチ防し、明る

い安らぎのある長寿社会づ

くりを俄進しようと行われ

るものです。

当Hは、寸劇や専門議師

による講義と実技指導など

が行われますので、この機

会にぜひ、ご参加ください。

日時叩川初日川午後I

時初分から4時初分まで

場所アゼリアホiル

内容・他戚寸劇つやっぱ

リ家がいいちゃ10フクさ

んの川山発はMMN．と－a人：・

脚」・「山市イスゃっえ少

行のため安全で住みやすい

住宅の改地」・縞似機総‘

介池川村聞の展示と紹介

閉会せ役場地以制批ぷ（宮

役場内線141）、制H町社

会制祉協油会（宮mH05

76｝へ。

受理
＊人離陸橋 年歯官 賃金 性別

車tt罷鳴所 ~周 世を絡経験
番号 円 休 日 人数 免 許 等

望書 撚 負
18才 』 142,000『

男
朝日町淀川 自動車普通免許

25才 180,000 日キ兄 以上

2 t宣言＋筏術 'l'.i 18才 ー 160,000- ’巳
納日田Ti世町

2 
不問

35才 200,000 日祝、第24土曜日

3 運 車王 手
20才・・ 246,000-

Ir.女
朝日圃J"l:>'5'f

2 大型免許40：才 290,000 日、 M2・4之a面白

4 フライスエ ・ 18才ー 160,000- 男女
羽田町平柳

2 不問
綻 g エ 45才 310,000 日干兄、その他

5 配 官官 エ
1 s::t- 255,000-

男女
羽田町道下 男 3 自動車普通免許

40才 315,000 日祝、第2・4土曜日 女 Z

6 加工俄漁作員
I 8才』 120.000-

男女
朝日町下野 ~2 不問

45才 320,000 日祝、主噌日 2回 女 1

7 調 E霊 員 20才ー 130,000- ii;女
羽白町月山

2 
不問

SS才 160,000 月、その他

8 後 綴 エ
4S::t- 120.000-

女
朝日町草野 2 不問

55才 150,000 回復、筒週土曜日

9 縫 製 ヱ
46才 ほo.ooo-

女
朝日町綴If]'

3 
不問

以下 130,000 日後、その他

10 ？リーニング 18才ー ほ0,000』女
朝日町i白

2 
自動車普通免許

仕上ヱ 40才 I 50,000 日祝、，R2之E量目

平成7年10月分ホット求人情報駒
ト
A

級
会
（
仰
木
紋
）
、
符
川
．

川
凡
会
（
か
べ
ぬ
り
唄
）
、
平
野
山

年
会
（
獅

f
M州
｝
の
山
出
枚
ぴ

に
ま
ん
さ
く
グ
ル
ー
プ
の
展
ポ

や
師
谷
の
パ
タ
パ
タ
茶
の
山
川
町

が
あ
り
ま
す
。
J

R知
山
駅
か

ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
J
U
巡
行

さ
れ
ま
す
の
で
、

町
以
の
押
さ

ん
、
こ
ぞ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

、
。詳
細
に
つ
い
て
の
川
い
A
H
わ

せ
は
役
易
生
械
学
円
相
岬
（
官
役

場
内
線
3
2
1
）
へ
。

橿｜祉｜豆｜事｜典！⑬

l臥配ごと相桜所
広＜fl：民の11i車γti丹のあ
らゆる相談に応じ、適切な

肋パ、援助を行う ことを円

的として、公費~IVJ'念写に
よって、市町村社会悩tJI:協
ぷ会のなかに設置されてい

る。述常と相談ilの中心！こ
は民生委員児童委i1があ
たる民聞の’家族制祉機関の

ひとつである。朝i1111rでも、

fo;il!J火叫日の午後 ll時30分
から 41時まで、刺l1111r侃祉

センターで6人の相談w.が
交代で相談業務にあたって

お 1）、 iほ J-l 努~ 2火lltriI lは家
出児位相談、 flj ｝ ） ~3 火Ill目

IIには、行政 ・税紛 ・人様

相談を併設している。

． 
~~ 竹
ffl~： 久
草i夢
コ ーー

ン展
サ

ト

「
待
て
ど
く
ら
せ
ど
・
・
・
・
・
・
」

竹
久
…
少

一の
山
川
山
川
市
は
、
大
次

m
u
山
ポ
の
川
俳
附
け
を
飾
っ
た
曲
。

大
正
以
降
の
あ
の
恨
し
い
秋
山

の
歓
々
を
山
内
V
a

一
の
作
品
川
枇
示
め

山？
で
お
お
く
り
し
ま
す
。

日
時

刊
日
初
日
出
向

午
後
7

時
間
演

内
容

H
F
栄
家
大
前
さ
ち
，
f
に

よ
る
歌
州
。

－：.＇軍人情帽ー賀袈JI>二刊岡下eぃ f高エ”光ltカウンターに廃車｝
,., ＜杓しいζ と I:• ,._,:t公英積損安定所輔自介zna2-o’”へお問い古杓tt< f；ごさい

盟
国
勾

g
B

サラリーマンの奥さんは

節目節目に届出か必要／

厚生年金保険、共済組合

に加入している人に扶必さ

れている奥さんは、国民年

金の第，JJUヴ被保険おになリ

ます。

第一ペザ被保険符に技巧し

たときは、「資凶m取俳刷」に

必め印を押して勤めていねら

札るわねの会社の川川をAU札円

でしてもら勺て役場へ佐川

してください。その時に州出

版保険ぷと午令T似を持参
してください。

ト川のぷは、こんなときに

はこのような川川が必裂と

なる場介を・ぶしたものです。

ぷ制については役場住民

生前ぷ（宮役場内線132）

へ問い合わせを。

思也，P嘩聾俗t~ 加入・田園晴拘置吏 昌也•= .Ah'Nlt岨岨ιて(I繁司自；
11111; I喰「“亀町一構ド：.r1濃崎将 械制主化Ito

・4耳さんのo...か噂初・...

·~抽きの聞愉 串3＂；民政院』T・>II？培険似抽l'I 官惜世i-.w;
4”“t:l!I‘』

・ご千人夕、h・4嗣~lh:AI\電－•M唱b 事31;ll!lil崎町;i司·~：~そJ’tt 械別館4輔
• .: l・A1ll., .. llltl，いてA ll •削l’ 抽3時的·~検品『串P） ・事31;. 州測量・ll!lfo
．ごlM•自首.H々のて企11::tl鴫

.. 114食慢！lfo
・・nr弘い会νnAが~llll ！総渦

軍Pi健I¥'.崎町日:f¥31）照1本陣目

·~＂，紛：：l '1.tl＂.民融 sn‘~· lll？り険阻胸お『:ew健同情民 世間凪i'I凶
t“‘”’t・ti‘’

--



~昌司副

入
場
料

2
5
0
0円

ふ
る

さ
と
見
術
館
悠
川
で
前
先
券
発

刊
」

h
F
ν
1
 

－
観
光
ふ
れ
あ
い
パ
ス
教
室

日
時

叩
月

n
u
m

コ
l
ス

役
場
1
七
重
沌
1
ハ

l
パ
ル
パ
レ
1
1
槻
山
1
ふ
る

さ
と
美
術
館

対
象

小
学
伎
以
上
刊
名
（
小

中
学
生
は
保
護
者
同
伴）

参
加
費

1
5
0
0問
（
昼
食

の
な
め
こ
汁
、
れ
魚
、
人
館
料

を
含
み
ま
す
。
）

申
込
み

凶
月
5
日
嗣
か
ら
商

E
観
光
諜
｛
宮
役
場
内
線
1
5

1
）
で
受
け
付
け
ま
す
。
～…4
H
H

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

くらしの情報室

Livi：η~g InfoγWほtioη

－

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

l=m:llilT~~“前回・削l’E

* 16日
日 目寺
（村
11 
17 ) J 
Fl 13 
掛 け
、（月）

21 14 El [J 
｛必ω

調査票の記入は

お済みですか？

n
u附
、
M
U幽

（
午
後
7
時
初
分
か
ら
2
時
間
）

会
場

さ
み
さ
と
小
川
子
校
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ル

l
ム

内
容

初
心
お
向
け
パ
ソ
コ
ン

操
作
（
文
な
・絵
・ぷ）

対
象

一
般
引
火
（
全
日
程
を

参
加
で
き
る
人
）

定
員

加
入
（
先
見
引
順
）

受
講
料

4
0
0円

申
込
み

凶
月
刊
日
聞
か
ら
役

場
生
涯
学
習
課

（宮
役
場
内
線

3
2
3）
で
受
け
付
け
ま
す
。

E
消
火
実
験
、
消
火
競
技

1
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

制
日
町
に
お
い
て
、．ト

・
小

新
川
地
灰一
位
険
物
安
令
協
会
h

似
の
消
火
実
験
及
び
消
火
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

叩
川
お
日山
附

（
子
的

uお
u附
）
午
後
1
時
初
分
よ

、，，

包提:a..

淵査uが符綴のお宅に調査患を受け
取りにお伺いしています。ご協力を

お願いします。

調1iについてわからないことがあり

ましたら、役場総務諜｛合83-1100)

へお問い合わせくださt、

。面語調蚕
｜平成7年10月1日（日）｜
総務庁統計局 富山県

－
類
1
第

6
矧
）

・
丙
紐

試
験
実
施
日

日
月
ロ
円
側
、

日
日
目
日
刊

試
験
会
場

市
山
仁
業
高
校
、

魚
注
工
業
高
校

願
書
の
受
付
け
期
間

凶
月
2

u聞
か
ら

u
n附
ま
で

※
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
消

防
署
（
官
邸

H
0
0
0
9）
へ

川
い
介
わ
せ
を
。

－

耳
に
関
す
る
相
談
会

山
州
聴
協
や

M
に
附
す
る
相
淡

会
を
次
の
と
お
り
州
き
ま
す
。

身
体
附
在
者
手
械
を
持
っ
て
い

る
人
は
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時

川
川
は
H
榊
午
後
1
時

初
分
か
ら

3
時
ま
で

場
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

医
師
（
謀
部
市
氏
病
院

伊
直
腸
真
人
先
生
）
に
よ
る
診
断
、

補
拙
鴨
川
俗
の
相
談

・
適
合
判
定
等

園
手浄
続化
き槽
カマσコ
変水
わ質
り 3去
ま定
す検
．／歪正
。〉

浄
化
情
を
設
潰
し
よ
う
と
す

る
場
合
、

百叫
夜
船
山
山
4
1

い
の
提
出

や
浄
化
構
を
使
用
し
て
か
ら

6

か
月
後
に
水
質
検
貨
に
閲
す
る

法
定
検
任
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
川

灯
l
H
か
ら
設
ほ
す
る
場
合
、

法
定
検
事叫
の
手
続
き
が
変
わ
り

ほ
之
検
代
下
数
料
を
ぷ
白
山
に

納
め
、
ぷ
山
川
山
代
け
に
下
数
料

の
受
領
証
を
の
り
づ
け
し
た
法

定
検
査
依
頼
舎
を
添
付
す
る
こ

と
が
必
笈
と
な
り
ま
す
。

ぶ
し
く
は
役
場
住
民
倒
的
ぷ

生
活
環
境
係
（
念
役
州
場
内
線
1

3
5）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

場
所
ur 
内

容

・

山
火
実
験
：・
近
代
的

出
火
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
川
火
符

．
消
火
山
俗
に
よ
る
消
火
鋭
校
大

会・・・各
引
業
所
対
抗
に
よ
る
消

火
競
技

数
行
文
化
会
館
グ
ラ
ン

お
知
ら
せ

－

第
何
回
朝
日
町
美
術
展

期
間

口
川
2
H附
か
ら
5
臼

側
ま
で

会
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」

部
門

松山
川

町
川、
彬
刻

・
仁

川ム、

vrμ

応
募
資
格
川
従
住
、
勤
務
及

び
出
身
の
い
仙
校
勺
以
に
の
人

応
募
期
限

叩
バ

n
u川
搬

入
は
叩
凡
初
日
開

－
応
川
砂
川
店
前
引
、
出
門問
中
込
品
川口は

ふ
る
さ
と
災
術
館
、
教
育
会
以

会
、
役
場
受
付
、
制
靴
セ
ン
タ

ー
、
ア
ス
カ
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
朝
日
町
立
ふ
る
さ

と
美
術
館
（
告
白
H
0
0
9
4
）

へ
。
※
同
時
開
催

校
美
術
展

朝
日
町
小
中
学

圃

危
険
物
取
扱
者
試
験

＊
試
験
の
種
類

巾
伺
・乙
時
間
｛
第

’

青
年
海
外
協
力
隊
員

E
募
集
説
明
会

日
時
・
会
場
－

m月
四
日
附
午

後
6
時
初
分
か
ら
9
時
ま
で
（
宮

山
県
民
会
館
7
0
5
号
室
）

・
刊

日
犯
日

ω午
後
l
時
泊
分
か
ら

4
時
ま
で
（
日
山
県
民
会
館
6

1
3同
ヴ
室
）

問
合
せ

ん日
川山川
町
総
務
部
同
際

課
（

8
0
7
6
4
H
訂
H
4
1

1
1｝
ま
た
は
仰
と
や
ま
凶
際

セ
ン
タ
ー
（
岱
0
7
6
4
H
特

H
4
5
9
1
）
へ
。

4,737円

593円
詳しくは、富山労働泰治局

へお問い合わせください．

竺
一批
ι
山
一金
問
画一
］
．最

額

時間額

日

生活必需昂価格
9月 分 ｛制 110付税従調釦 "11む悶
,'it, t 予均 価 治

9月 前月比 前年同月比

If ソ ;..-
127 。 4 石 (jJトヮ＇tI el ー

I自 H illi 

"11 （両~il! l8 0
1.225 + 249 + 238 

U円ロ L r tf ス
3.093 。- 31 ( 5 m’） 

．” L, P叶 m iit 卸l 254 。+ 15 十｜ < 'I •件.illJ'iiJ600rne>

期
テ 4シみペーパー

601 fγぺ。(400~lc入× 5 紡人） 、--'ftnロ" トイレ y トペーバー 438 4 W£紙ロール 4ffAltlll 

食 パン

「『ぞ｛ 。 。（？平j泊.・.：.6 ~！.！： 入 リ ｝

hn －マ 一 ti ンL心＝；to(450 g l術） + 27 

工 しょう ith
423 。- 134 11.s eべyトボトル人リ）

食
サラダ illl

345 - JOO ＋ 9 
｛ホIJ＇存主:l700g人 リ｝
y 

ヲ ; ・．
107 。 5 •＇司ー同－ ｛むめんlJ'I 

~L 249 。 。( I tハ・17入リ｝

l勾

fi'f ~ 2 ＋ 4 < '1•1勾 もも 100 日｝

1ミ 宮島 ｜勾 可も>;J 31 ー 38
（・l’l勾むもIOOgl

~品。H 200 。＋ 7 
虫干 ( Lサイ

ね 司V ぎ
257 + 68 ＋ 4 Ulf.i温品lkg) 

食 ｛ま h L、 し よ 283 
（？干j曲，＇；；＇，Ikg) + 70 ー 2 

キ ヤ ，、一・ ‘Y 

庁ぞ 8 （；” ， ｛？平泊，？，， I kg) - 51 

人 喜長 ~(g + 33 + 113 （？平泊品lkg) 

町の工事発注状況（500万円以上）
一このコーナー｛測が入札を行ったらのを峨しています－ Jf21 

< H7 .8.1-8.31> 

工 本 名
施工 完成 ,,, 

額n. ~ ~・ m当課地先 予定 金
問

地方特定道路戦備事業
金山
7年
6,231,500 

徐式会主封菜~ n設t東
田T滋様縁下野金山線改良工事 11月 組~t段支店

－
新
川
文
化
ホ
l
ル
の
休
館
日

新
川
文
化
ホ
l
ル
は
火
陥
日

が
休
館
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

結
設
点
検
の
た
め
同
月
お
日
闘

を
臨
時
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

’m月
1
日
同

1
7
日
出
は

E
道
路
標
識
週
間
で
す

－
道
路
標
識
は
道
路
の
安
全
快

適
な
利
の
た
め
の
屯
褒
な
胞
設

で
す
。

－
正
し
い
情
報
を
ほ
み

と
り
安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

町長と話す集いを開催
～明日のあさひを考えよ う～

Q日時 10月21自由 午後1跨から
Q場所朝日町文化体育センター

rサンリーナ』

町長とひざを交えて町の将米を必勺て
みませんか。多数のご米織を釘待ちして
お ηます．

育段を目指して
｛解符U19ページ｝ 匿＝劃

・ 剛
有 3ヒ鳳 届
段分ン先 明
者 でト コー
• 2 ：ゥ ］＼.
級 ッ ・段
、ギ 3
I Ji・手掛

~ 'i王者
ゐ ~ 正
でえ 樹

包軍国

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（宮
田
H
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

筑
紫
智
也
の
よ
の

「く
に
」
の

ゆ

く

え

筑

紫

ぢ

也

赤
毛
の
ア
ン
に
出
会
う
旅
祈
願
み
と

ブ
タ
の
丸
か
じ
り東
海
林
さ
だ
お

へ
た
な
似
の
使
い
万
で
一
中一本
』

終

わ

る

な

／

鈴

木

健

一
．

「
バ
ロ

ン
め
く
れ
た
物
研
」

の

物

川

山

山

崎

峨

H
H
任
編
集

必
い
じ
よ
う
ず
郎
総
戊
トA

オ
レ
は
陥
抗
な
が
ん
必
者

十足

（小
説
）

ね
じ
ま
さ
ね
ク
ロ

ニ
ク

ル

第

3
部

村
上
が
樹

恥
山
明
日
の
猷
知
黒
岩
蕊
笠
間

倹
を
殺
し
た
火

北

川
歩
美

初
む
の
が
た
り
山
部
み
ゆ
き

山
O
九
号
室
の
忠
者
綾
辻
行
人

人

供

勉

強

群

ょ

う
こ

川

い

潮

は

村

節

子

。
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

『帥
崎
市
の
肝
で
（

一
州
先
兵
の

’ム
H
H
6
且
コ
し

ィ，
F
b
r
Mザ
号
”
』

』

印
附
波
品
川
松
さ
ん

本
の
紹
介

『ウ
J
ン
ズ
オ
プ
ゴ
ッ
ド

ー
零
の
か
な
た
へ
｜』

今

井

雅

之

－mb

－一

回
川

m
p
u

圏一

川
代
と
金
太
は
、
阿
川
れ
な
い

泌
レ4
川
。
あ
る
け
、
2
人
は
交

辿
ゆ
放
に
迎
過
。

U
が
党
め
る

と
そ
こ
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期

の
特
攻
隊
兵
合
だ
っ
た
。
れ
分

と
勺
身
大
の
いれお
の
死
を

H
の

あ
た
り
に
し
、
何
と
か
仲
間
を

比
め
よ
う
と
す
る
が
・：
。

中
心
と
死
の
狭
間
で
ぎ
り
ぎ
リ

の
mn
脊
を
生
き
た
若
者
た
ち
を

平
成
の
若
者
の
目
を
通
し
て
描

い
た
感
動
作
。

出

題

九

段

北

村

昌

男

一線
一
・
ヒ
ン
ト
・：ヘ
タ
に
攻
め
る
と
送
げ
られ

一将
一

ま
す
・

一館
一

8
A宵
で
1
級
、
4
A宵
で
三
段
・
抽
何
駒
角
書

五

六

七

八

九

ー一
一一
四

2 

1隠 司P
~ * 歩

ミ台 銀

3 4 5 6 

... 
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愛
の
献
血

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
行
名
｛
8
川
実
施
分
、

合
印
は
制
叫
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
測
Jm
献
胤
い
れ
｝

境
地
区
会
水
品
川
帆
大
、

A
H
水
品

爪
波
宮
崎
地
区
加
総
点
f
、

笹
川
地
区
A
M
折
谷
光
子
泊
地

区
A
H
竹
中
広
ぷ
、

A
M
犬
同
，M隊、

会
ト
沢
久
低
、

A
H

双
川
建
夫
、

会
犬
出
動
、

A
M
金
叩博
英
・

一、
A
H

中
陣
謙

一
郎
、
※
村
沢
一束
、
金

津
朋
チ
、
中
山
節
子
、
折
谷
山
いえ

り佐
川、

日
比
谷
純
，
r、
大
崎
山
崎
品
、

五
箇
庄
地
区
A
M
L
J
川
川
上
犬
、

合
点
下
利
ぷ
、
火
山
川
川
U
沈
・凡峰、

A
H
A
ι

似
泊
、

んM
小
川
比
m
f、
A
H

r国体で優勝した

日東紡体燭チーム』

昭和25$10月、名古
屋で開かれた第5回国
民体育大会体操競技に

おいて日実紡泊工場体

操チームが堂々優勝を

獲得した。

⑧⑧⑥⑨⑦⑧⑧⑧ 
b... 

河
内
太
久
談
、
会
神
谷
陽
rr、

A
H

t
n

井
直
入
、

A
H

附
m

彰
、
※

桜山叫
・江
成
、
※
H
K
能
倣
犬
、
小

川
下
明
南
保
地
区
勝
似
似

拍
子
、
州
知
岬
秀
災

山
崎
地
区

AM
M
山
氏
正
、

合
会
附
必
雌
．

AH稲桁．阜、会長問弘明、※

一μ市仲弥旬、河端覗紀代、出明
e内令子大家庄地区AHト制作

防｛、合山川川町川、火山川斤ぷ

災f、AH化介附川刷、AMmhN

．八、※川ト仁川火山制、常川句

10月の各種相談。時間 ロ会場 <m~炎｛まf照準：I»

2日 裁判所出張調停相談

（月｝ Q9:3o-16:oo ロfl,i./'11：・センター

3日 心配ごと相談

｛火｝ 。13:00-16:00 口九H1l:-tンター
フ日 登記などの法律相談

（土） 。10:00-15:00 ロt1kl'll：センター
心配ごと相談

11日 。13:00～15:00 ロt1M1I：センター
｛水） 社会保険出張相談

内 10:00-15:00 ロ役場会議本

16日 裁判所出張調停相談

（月｝ 。9:30～16:00 口 弘同l：センター
暮らしの行政なんでも相談所

17日 法律相談（弁護士）・税務相談・人権相談

｛火｝ 年金相談・心配ごと相談・行政相談。13:00-16:00 ロ M社センター
心配ごと相談

24日 ①13 :00-16:00 白色’村11：センター
｛火） 交通事故相談所巡回相談。10:00～15:00 ロ ： .1.1，；~Jl1 l ii'IM1l:-t ンタ ー

25日 社会保険出張相談

（水） 。10:00-15: oo 口役場会J呉市
31日 心配ごと相談

｛火｝ 。13:00～ 16:00 ロ ~·.Hll；センタ ー

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

角て
王由主任 .rL.。

量豊i
婦 子二

ま
だ
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
昨

年
の
結
果
で
は
「
躯
（
常
な
し
」と

診
断
さ
れ
た
人
は
ニ
割
弱
で
、

全
国
と
比
較
し
て
刷
じ
く
ら
い

で
す
。健
康
診
断
は
、
病
気
の
早
期

発
見
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
枯
巣
に
持
品
川
が

み
つ
か
れ
ば
、
日
十
期
治
療
が
司

能
に
な
り
、
い
い
同
復
が
溜
め

ま
す
。
ま
た
、
病
気
で
な
く
と

ら、

正
常
仙
よ
り
少
し
外
れ
て

い
る
と
な
れ
ば
、
体
h
M
附
刷
M

悦
を

変
え
る
柚
」
と
で
拠
出
械
な
身
体
を

保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
鯵
断
の
結
果
は
い
か
が
？

k
u
夫
、
．
れ
陪
m
M
O
，r、

は
る
（
以
上
打中
h

）

。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
凶
際
協

会

3
3
4
D
地
区
1
リ
ジ
ョ
ン

3
ゾ

l
ン
か
ら
腰
史
公
闘
に
州

向
ポ
l
ル
型
ソ
ー
ラ
ー
時
江

一

十
b
h
e

－B
，
 

V
んい
川
山
出
の
加
必
消
光
さ
ん
か

ら
広
Mmあ
さ
ひ
の
た
め
に

．
が

マ
昨
馬
県
の
山
け
ぷ
1

川
さ
ん
か

ら
広
報
あ
さ
ひ
の
た
め
に

一
万

円マ
人
野
町
の
山
本
抗
災
さ
ん
か

ら
出
削
除
あ
さ
ひ
の
た
め
に
．
万

ill 
み

町
県
民
税

今
月
の
納
期

（第
三
期）

高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間

ハロ

l
ワ
l
ク
｛
公
共
職
業

安
定
所
）
で
は
、
同
川
急
』
『
ハ
リ
川

年
齢
い
刊
紙
川
促
進
川
川
」
とん必

め
、
以
川
就
業
刈
m
泌
を
悦
進
し

て
い
ま
す
。
品H
椋
の
．
M
引
の
ご

剛
刊
併
を
お
願
い
し
ま
す
。

血圧と総コレステロール

で災常と判定される人が多

くあります。

血圧の高かった人は、減

指恨の食生活に心がけて定期

的に血圧を測りましょう。

毎週金曜日の午前中に保健

センターで血圧測定を行っ

ていますのでご利mFさい。
高脂血・艇と弓われたら、

肥渦にならないような食生

活と運動を積極的にしまし

ょう。A，けから巡川栄後指

川怖が自作地区で附俄されます

のでご参加Fさい。

l~ 業 名 月 日
ぷ~ 場

（対象者等） 受付時間

機能訓練 10月17ロυ。
保健センター

(Hilt卒＂＇1灸i立川：省） 。13:00～13:30
心の健康相談

10月2日 ・16日
[ T-"1"1 t' "t仰向付｜L、ずれもけI) 黒部保健所
！？もします。（i?52-1224)

(S)l3:00～1'I: 00 
揺Ii呆性老人の利減b受けます。

子育て教室
10月18口令同

［生後l～2カ問ち＇＂ A,]。13:30-13:40 H止iM!センター
とおかあさん ※ 

3か月児健鯵 ・脱臼検診 lOJl 3H:l(:.l。 あさひ総介病院
(?Sf・ 7丹生まれ※｝ 。13:00-13:30 ！~形外手斗

4・5か月兜健診 10月17円ω。
保健センター

(7年5月例まれ※｝ 。9:30-10:00
1歳児健斡 10月 3n<*l 

保健センター
(6年8、9flL£まれ※） 。13:00～13:30
3歳児健斡 10月19H附

保健センター
(4年6、7月’I：まれ※） 。13:00～13:30
育児相殺 10 J-J 18 1:-1む同

保健センター
（半日J炎~；C/~:ti・※） 。9:30～i1:30
急性灰白髄炎（ポリオ）

10月4日（利
［作ln以1iljl.::~I: i 。13:15-14 :30 保健センター
21叫飲んでいない人 ※ 

急性灰白髄炎（ポリオ） 10月13日働
保健センター

(7年2月ー7~6丹生まれの人※）。13:15-14: 30 
三種混合予防接種 10月2日（月）

保健センター

['Q；州－s.q:rn生まれの＇］ 。13:15～14'.30
I m迫加 I JU!の3固目終ff量

10月25日（！）＜）
I ft.-I年半の人減 。13:15～14:30 保健センター

※母子手帳持参

町
で
行
っ
て
い
ま
す
住
民
健

康
診
断
の
受
ふ
お
に
は
、
そ
の

結
m棋
が
お
下
も
と
に
附
い
た
、
』

と
と
思
い
ま
す
。

レ半年
の
飽
ふ
結
来
の
集
計
は

~鍵Z聖体像教'11:及び健厳格段（いずれも希望者)I草、 10月 6 白、 1 3目、 20日、 27 臼 ｛会
曜日 ） 午前9 島幸30~ーから保償センターで、老人福在センターでの健康栂談l;t10月3
白、 17 日、 24 目、 31 日｛火曜日 ｝午後 1 時30分から、 10月 1 8日｛水犠自 )IH~鈴集落セ
ンターでむ行ゥています．
⑨栄養繍絞l孟M2金曜日午前9時30介から保健センターで行っています．

「写真で見る朝日町のう

つりかわりJょっ

交通事故発生状況調
8月末現在 （ ）内は前年同月比

人男事政
物｝員事政｛牛霊童 死者 傷者

入善.察署 142 3 14日 325 
管内 (127) ( 2) (140) (349) 

羽田町
45 。50 122 
(49) ( 2) (51) (127) 

休日救急診療当醤医 務鵠～午後間

10月1日（日） 橘 医 院 宮82-0791
10月8日日） 寺崎医院 fi'82-l ll 8 

一10月10日ω 中川医院 宮82-0120
10月15日（日） 坂東病院 岱 83-2299
10月22日（日 松倉医院 fi'82-0051 
10月29日（日） 丸川病院 fi'83-3391 

』

ガ ソリンスタンド休日当番店

10月1日目） 大谷石油 fi'82-0703 
日.QI38日臼） 小川石油 fi'83-3033 
日9月10日（！＞＼） 全店営業

10月15日目） 浜岡商店 宮82-0578
10月22日日） 中央農協 fi'83-l l 35 
日2月四日目） 朝日石油 宮82-0661

詰
碁
と
詰
将
棋
の
解
答

〈お適正正解〉烈 lグ】IJケツギがIJI!')
の受it、れ2のハネには！川3とコウに
はじきます．

〈総将棋立解＞ 2：：.：的成、同件.3 

角、＇＂＇令、 l肉i"t.2－』i.3 ・11¥1輩、
1・111;,.3 －二金まで9r必め．
〈解脱＞ 2 ・： 1，’JI茸 （~ 、＇ ＇r t告のZトFですが、

次の 3 - 1'1が議附らしい~Hf， 発見し

たときは気分よかったでし4う.fl} f, 
2阿l'J.岡持.2ベ：fip，＆：（よ向日Li.2 
？県成、 3；：：五で1店主ず．また2三f/11革、
向伴、 11勾i"r.2 .氏、 4てjJ¥J此l;l.l
一五で絡まず．

-第2・第4土em自は外来休鯵（t式行）です。
急懲は夜間・休日を問わす、24時間いつでも交付します。 na3-1160あさひ総合病院

｛！日｜羽f;l.17ベージ｝

診療臼／白幡目・祝日 診療時間／午後フ随一午後11時
所在処／黒部市消防署向側 ft54・0731新川地区休日夜間急患医療センター・・B



身近な話題を待っています（ft83－竹00内線212）ヘ。あなたの回りの

〆ヲ

一蛭谷幸寿会が社会参加章を受章一

九
月
四
日
、
嵯
谷
幸
持
会
（
米
丘

正
雄
会
長
）
が
総
務
庁
か
ら
社
会
参

加
意
を
受
章
し
ま
し
た
。

こ
の
訟
は
地
域
松
会
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
全
国
で
三
十

三
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

パ
タ
パ
タ
茶
は
今
や
県
内
外
に
知

ら
れ
て
い
る
朝
日
町
の
特
産
品
。
今

回
の
受
章
は
お
茶
の
栽
培
か
ら
普
及

に
努
め
て
き
た
同
会
の
活
動
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

バタパタ茶の普及活動に

総務庁より表彰
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境

下横尾

神 凶 町

西下 lllJ

境

1.SS1 C:::t!>tJlU: & 
秀治
きよみ

樹
子

政明
由紀子

文男
三佐代

宏昭
しおり

彦
紫
利

宏

節

基久（努）

白金明H香（女）

美樹（女）

香菜（女）

博法（男）

高橋

折谷

越坂

氷見

今
年
度
、
朝
日
町
で
八
十
八
歳
の

「
米
寿
」
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
男
性

十
六
人、

女
性
三
十
四
人
の
合
わ
せ

て
五
十
人
。

町
で
は
、
こ
れ
を
お
祝
い
し
て
九

月
二
日
と
三
日
の
両
日
、
魚
津
町
長

夫
饗
ら
が
対
象
者
の
家
庭

一
軒

一
軒

を
回
り
「
米
海
お
め
で
と
う
ご
ぎ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元

気
で
」
と
祝
い
状
や
鹿
布
団
、
本
人

の
肖
像
写
具
、
豆
御
飯
な
ど
を
贈
り

ま
し
た
。

九
月
十
五
日
の

「敬
老
の
日
」
現

在
、
渦
八
十
八
歳
以
上
の
お
年
寄
り

は
、
町
全
体
で
百
七
十
五
人
。
今
日

の
朝
日
町
を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

日
ご
ろ
の
成
果
を
展
示

ー
パ
ッ
今
ワ

l
ク
・
水
墨
畠
作
品
展
｜

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
水
墨
耐
の
作
品

展
が
九
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で

中
一
波
予
習
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

く
ち
な
し
の
会
と
束
宴
会
の
皆
さ

ん
が
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
掛
け
軸
な
ど

何
か
月
も
か
け
た
大
作
を
含
む
八
十
点

あ
ま
り
を
展
示
。
三
日
間
で
約
二
行

五
十
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ポ
ー
チ
な
ど
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
の
作
品
が
販
売
さ
れ
、
売
り
上
げ

金
一
は
神
戸
市
の
災
害
対
策
本
部
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

ー回開

松博町

知ii五TEI

土方

西

馨
久美子

文子

久徳
ゅう子

｛憂希（女）

大輔（男）

正巳（努）

総也（男）

長谷

七i宰

前Ill

水野

一一 「奥ぎまエ場見管」一一

也君＠Bヘ日fii＠溺wR
嗣荏

3人目誕生
おめでとうございます

芳

美
積
~？＆ 

広岡修一朗（勢）

朝
日
町
で
は
現
在
、
大
小
七
十
七

の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
が
、

個
性
的

で
優
れ
た
技
術
を
持
ち
な
が
ら
も
労

働
力
不
足
に
悩
む
と
こ
ろ
も
少
な
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
こ
う
し
た
町
内
企
業
へ

の
理
解
を
探
め
て
も
ら
い
、
労
働
力

確
保
と
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
主
婦
の
方
々
を
対
象
と
し

た

「奥
さ
ま
工
場
見
学
」
を
九
月
六

日
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
見
学
会
に
は
年
ご
ろ
の
子
供

を
持
つ
母
親
や
就
職
を
希
望
し
て
い

る
女
性
な
ど
凹
十

一
人
が
参
加
。
町

内
凹
ヶ
所
の
企
業
を
訪
れ
た
皆
さ
ん

は
工
場
内
の
見
学
や
実
際
に
社
員
食

堂
で
の
体
験
を
す
る
な
ど
、
自
分
た

ち
の
目
と
耳
で
、
つ
ぶ
さ
に
町
内
企

業
を
見
て
回
り
、
理
解
を
深
め
ま
し

た。
l
 
i
 
j
 

三 枚橋

前

水

品

治
弓
之
A
R

一
子

4人目誕生
おめでとうございます

接
まなみ

笹

横

伸

兵

久

美

恵

治

広大（男）

懐’｜雷（努）

土井ーなつみ（女）

健作（男）

長井

加納

藤町

稲
刈
り
は
楽
し
い
よ

l
久
家
庄
小
守
校
？
粕
刈
り
｜

九
月
七
日
、
大
家
庄
小
学
校
の
四

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
七
十

一
人

が
学
校
聞
で
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

五
月
に
田
植
え
を
し
て
以
来
、
児

童
た
ち
が
丹
精
込
め
て
世
話
を
し
て

き
た
五
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
は
早
稲

品
種
の
「
ふ
く
ひ
か
り
」
が
賞
金
色

に
成
長
。
先
輩
た
ち
は
か
ま
を
使

っ

て
刈
り
取
り
を
し
ま
し
た
。

十
月
に
収
穫
祭
を
行
い
、
祖
父
母

を
招
い
て
新
米
を
味
わ
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

生
産
の
効
率
化
に
大
き
な
期
待

ー

l
久
家
庄
農
協
ラ
イ
ス
ゼ
ン
令
｜
完
成

｜
｜

八
月
三
十
日
、
大
家
庄
農
協
の
ラ
式
が
行
わ
れ
、
高
田
組
合
長
や
魚
津

イ
ス
セ
ン
タ
ー
増
改
築
工
事
の
竣
工

町
長
を
は
じ
め
関
係
者
約
六
十
人
が

出
席
し
、
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

~~ 
果音II市

宮崎

下機尾

魚津市

橋向町

滑 川 市

町

町

町

苑

苑

町

山

更

保

野

田

境

水

滞

磯

磯

筒

安

上

清

松

有

有

栄

月

小

町

綱

窪

司、

今
ま
で
の
胞
設
が
老
朽

化
し
て
き
た
た
め
、
今
年

の
五
月
か
ら
総
事
業
費
約

二
億

一
千
万
円
を
か
け
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

み
F

」。完
成
し
た
新
し
い
施
設

の

一
日
処
理
量
は
四
十
九

J
、
処
理
面
積
は
百
八
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
従
来
の
二

倍
以
上
と
な
り
、
生
産
の

効
率
化
に
大
き
な
期
待
が

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

おじあわ包lC:
i佐藤高照
扇谷真理子

（イ林勾i失
大久保靖美

（清原芳維
谷 川 美千代

ごめL'lffi＜を
＊烏八千代（91)

小松行雄（66)

棒 誇縫（60)

鷲 あや（86)

坂藤ふで（86)

山崎太平（89)

坂東ふみ子（80)

商刷キヨ（68)

谷口義重（86)

谷口重成（81)

大倉銀次（93)

藤剛直 告（85)

包掴圃.. ’ 
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~詰ひの美術さあさわやかな汗と感動

あなたが主役です／
節12回

全国ビーチボール競技大会

「
い
さ
か

l写~＝＝館l

い

の

後

」
（
問
列
ね
れ
作

三
鷹市蔵）

竹

久

夢

二

明
治
げ
年
i
昭
和
9
年
没

夫
婦
げ
ん
か
の
あ
と
で
あ
ろ
う
か
。
た
ま
き

は
、
両
手
で
着
物
胸
元
を
強
く
抱
き
し
め
、
眼

を
じ

っ
と
閉
じ
て
何
か
に
身
を
寄
り
か
け
て
じ

っ
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
ま
さ
に
山
が
れ
る
冷

悦仰
な
事
一
一の
視
線
。
じ
っ
と
耐
え
る
そ
の
横
断

は
臼
く
、
悲
し
そ
う
で
あ
る
が
故
に
美
し
い
。

竹
久
夢
二
は
岡
山
県
に
生
ま
れ
、
詩
人
に
な

る
こ
と
を
夢
見
て
上
京
し
た
。

東
京
の
厳
し

い

芥
ら
し
の
中
で
や
が
て
「
文
字
の
か
わ
り
に
絵

の
形
式
で
誹
を
同
く
」
こ
と
を
与
え
、
絵
を
拙

く
よ
う
に
な
る
。
そ
の
仕
恨
の
範
阿
は
、油
彩
、

水
彩
、

ぺ
ン
州
、

パ
ス
テ
ル
、

日
本
州
か
ら
風

俗
州
、
商
業
芙
術
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

大ド比
例
年
早
稲
出
実
業
の
級
友
で
あ

っ
た
当

町
出
身
の
松
田
新
右
衛
門
を
頼

っ
て
泊
町
小
川

浪
泉
に
滞
在
し
画
会
を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
作

品
の
モ
デ
ル
会
他
万
長
（
～
品
山
県
出
身
）
も
夢
二

と
と
も
に
小
川
温
泉
に
滞
在
し
て
い
る
。
こ
の

「
大
い
な
る
似
の
殊
に
兵
し
き
人
」
と
称
さ
れ
た

他
刀
科
と
の
川
会
い
が
、
い
わ
ゆ
る
mv：
式
提

人
四
を
例
始
さ
せ
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。

今ケ

展

9
月
四
自
由
i
H
月
白
日
目

一
般

6
0
0円
小
中
高
生

1
0
0円

久

夢

ーー

9月9日、10日の2日間、今年
て第12回目を迎えた、全国ピー

チボール競技大会”がサソリー

ナなどを会場に開催されました。

＂？）つでも、どこても、だれでも

が楽しめるスポーツ” として朝

日町て誕生したピーチボール。

今大会には全国の12都県から356

チーム、2,075入の選手が参加し

まじた。

．．発祥の地”朝日町の優勝チー

ムは女子15歳以上のlつにとど

まり、ピーチポールの普及とと

も！こ競技レベルの向上も著しく

なってります。

（※成績は12ページに掲載）

「1;;r

V
先
日
、
役
場
峨
以
が
屯
間
応
対
の

必
習
を
受
け
ま
し
た
。・
川
訴
は
も
ち

ろ
ん
お
互
い
の
郎
が
れん
れ
ず
、
円
の

み
の
応
対
と
な
り
ま
す
。
と
は
汚
う

ら
の
の
、
話
す
側
の
態
度
や
姿
勢
は

戸
に
な

っ
て
表
れ
る
と
の
こ
と
。
二

時
間
近
く
に
わ
た
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
好
感
の
も
た
れ
る
屯
話
へ

の

応
対
を
学
び
ま
し
た
V
企
業
（
役
場
）

に
と
っ
て
第
．
印
裁
は
と
て
も
大
切

な
も
の
。
屯
話
に
出
た
人
め
応
対
で

お
客
様
（
町
民
）
の
印
象
は
大
き
く
変

わ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、

取
材
の
依
頼
な
ど
で
屯
話
を
か
け
る

機
会
も
多
く
、
普
段
何
気
な
く
話
し

て
い
ま
す
が
、

一守口
葉
づ
か
い
に
気
を

つ
け
よ
う
と
心
を
新
た
に
し
ま
し
た

V
屯
活
機
が
発
明
さ
れ
て
百
ニ
ト
年

あ
ま
り
。
技
術
進
歩
は
日
党
ま
し
く

コ
l
ド
レ
ス
は
一汗
う
に
及
ば
ず
、
故

近
で
は
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
人

ら
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
日
に
何
回
J
U
屯
話
を

利
用
す
る
こ
と
も
多
い
は
ず
。
電
話

機
自
体
の
進
歩
と
と
も
に
、
屯
活
を

倣
う
私
た
ち
も
進
歩
し
な
け
れ
ば
と

感
じ
ま
し
た
。

＠

包彊・)Iニ前月比世帯数 5.206(-5) H7.9 I現制0) ~ 17 .451 ( 女 9.273(-9) 〔町の人口〕男 8.178(+ 9) 


